


どのようにイラストの依頼がくるのでしょう。

依頼してくるのは設計部や都市デザイン部って
いうのもあるんですけど、その二つが僕らに依
頼をする大きな部署ですね。クライアントから
プロジェクトの設計をお願いされると、その段
階に応じて例えば「計画から次の段階までは
全部手描きで設計の途中を見せていく」という
ような使われ方もします。CGで見せちゃうと凄
く固まったイメージをクライアントに与えてし
まうので、最初は手で表現したプレゼンテー
ションをすることが非常に多いんです。
イメージを先に伝えるということですね。それ
に手描きの方がイマジネーションが膨らむじゃ
ないですか。建築を描くのではなく、そのプロ
ジェクトが将来どう使われるのか、人がどうい
う風に来て賑わっていくか、そういうソフトな部
分からクライアントに説明をして、だんだん設
計に持っていく、というのが一つの手法になっ
ています。

スタッフにはどんな方がいらっしゃいますか。

殆ど美大出身かな。外国人はアメリカ人、マケ
ドニア人、今はその二人。少し前までイギリス・
フランス・スペイン人がいた。スペイン人は、歴
代5人位いて、かなりインターナショナルです。
契約社員とかアルバイト等の有期雇用者に外
国人が多くて、スペイン人が何人も居たという
のは、藝大の大学院がスペインの建築の大学
と提携していて、交換留学で藝大に来るんで
す。で、そのアルバイト先として最初にあるスペ
イン人が僕の所に来て、凄くなんというか、手
描きができて手で自分の建築が描けるなんて
素晴らしいと思ったようで、彼が国に帰ると、
話が伝わって次の交換留学生がまた来るよう
になって、それで続けて5人ほどスペイン人が
来たということがありました。

スタジオのパンフレットを拝見すると本当に多
彩な表現で描かれていますね。

今は建築パースっていうものを描いてないん
ですよね。CGが担っているところなので建築を
描く事はあんまりない。もちろん設計会社なん
で建築的なディテールを表現しなきゃいけな
いこともあるんですけど、そういう部分はCGで
作ってしまうので住み分けできてるんです。

蘇州の作品は建築パースも担当されましたか。

これは僕ががっつり水彩で描いたものの中で

は比較的新しいものです。多分10年は経って
ないかな。これはほんとに建築パースですよ
ね。当時既にCGはバリバリにあるんですけど、
ちょっと柔らかい感じでプレゼンテーションし
たいから、手で水彩のタッチがいいってことで
プレゼンテーションしたんです。

スタジオでは一枚を何人かで分けて描いてる
ことが多いのでしょうか？

今人数が結構いるんでプロダクションを組ん
でやっていることが多いです。1つのプロジェク
トが入ると、リーダーを決めて（リーダーは中
堅の人達）、その下に若い子が二人付いてチー
ムを作ってやってます。一つのプロジェクトで
10枚位の絵が必要なことがよくあるんだけど、
10枚の手が揃わずバラバラだと見てくれが悪
いじゃないですか、だから「あなたは木を」「あ
なたは背景のみ」というように割り振る。漫画
家の書き方に近いかな。そういう風にやってい
くと、最終的にあまり調整しなくてもちゃんと
揃った10枚の絵になるんです。

ディレクターという立場上、最近はご自身では
描いていないのでしょうか？

そうだね、忙しいチームがあったらちょっと手
伝う感じで、自分で描く時間っていうのはあま
りないですね。できれば絵を描いていたいなと
は思うんだけどね。若い人にどんどん仕事を
やらせないとやっぱり育たないから。自分が

やったら1時間で終わるものを、あえて一日か
けてやらせてみる事もあります。
僕が今いちばん上なんで、若い子達をどう育
てるか、人の育成が今の仕事ですね。やっぱり
人を育てていかないと次の世代に続いて行か
ないじゃないですか。だから僕がいる内にどん
どん育ってもらって、盛り立ててもらわないと。

アメリカ建築イラストレーターズ協会について
お聞かせください。シド・ミードさんと交流も
あったと伺いました。

これは僕らの業界では世界で一番大きな協会
なんです。僕はアメリカに居た関係もあって、
昔からここの会員でした。日本に戻ってから
2011年に会長に選ばれてその前後3年間役員
をやっていて、毎年開催される会議でレク
チャーやセミナー等の催し物をするんですけ
ど、その一つにシド・ミードさんにレクチャーを
依頼したんです。彼もその頃まではここの会員
だったんですよ。同じ協会にいたので僕も面
識もあるし良く喋った人なんですけど、この間
亡くなっちゃったんだよね。シド・ミードさんっ
て日本ではフューチャーイラストレーターみた
いな位置づけなんですけど、彼も昔まだそん
なに売れてない時に建築のイラストレーショ
ンを描いてるんです。僕より大分年上で、彼は
ガッシュで絵を描くんですけど、僕も彼の絵を
すごく真似した時期があって、当時ガッシュで
一生懸命描いていましたね。

仕事の上で一番大事にしていることは？

今12人メンバーがいて、キャリアがある人から
新人ぽい人までスキルはバラバラなんだけど、
そういう人たちのクオリティを管理するのが非
常に難しい。僕らの職業は、一度信頼がなくな
ると結構大きい部分があって、だから一番大
切にしているのはクオリティコントロールで
す。クオリティを保つことができていれば、リ
ピーターも増えるし、仕事もまた戻ってくる。
僕らは、さっきも言ったけど社内的に依頼され
るじゃないですか。でもその依頼した設計部の
先にはクライアントがいるわけです。そうする
と、僕らの絵っていうのは設計部、設計した意
匠の人のイメージも含めつつ、その先にいるク
ライアントの要望やクライアントが納得してく
れるものを描かなければいけない。そこのク
オリティを落とすと、クライアントも納得してく
れないし、設計する本人とも意思疎通ができ
ない。だから絵のクオリティと、その先に居るク
ライアントのことを想いつつ、それを絵にどう
表現するかということが一番大切な事かなと
思います。楽しいですよ。だからみんな多分ス
トレスはあまり感じてないだろうな（笑）。

では最後に今後の野望をお願いします。

野望かぁ（笑）、もう60歳で、会社は65まで居ら
れるんだけど、野望ってなんだろう。好きな釣
りをやりたいから、漁師になりたいかな（笑）。

山田雅明（やまだ まさあき）/1960年、愛知県生まれ
1983年に名古屋芸大卒業後、同年カリフォルニア大
学アーバイン校へ留学。
その後STUDIO WANG（LA,USA）、HOK（LA,USA）を経
て1993年に帰国し、株式会社日建設計に入社。多種
多様なプロジェクトに参加し、現在は手描き専門の
部署であるイラストレーションスタジオ室長。多国籍
のメンバー12人を束ねる。
2018年に東京・大阪・福岡で開催されたインハウス・
イラストレーターたちによる多彩な表現と熟練の技
を紹介するイラストレーションスタジオ展「DRAWN 
TO ARCHITECTURE」はSNSで話題となり、多くの観
客が訪れた。
2011年～The American Society of Architectural 
Illustrators（アメリカ建築イラストレーターズ協会）
会長に就任、現在同協会アジア地区代表。

イラストレーションスタジオ展
「DRAWN TO ARCHITECTURE」

東京会場：日建本社1階にあるロビーにて前頁／左　渋谷再開発（山田氏作品）
　　　右　名古屋将来像、久屋大通公園再開発（スタジオ作品）

スタジオの仲間たちと

《東京パノラマイラスト》日建スタジオ壁画に展示予定

上／雑誌「新建築」用イラスト（スタジオ作品）
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